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1. 適用範囲  この規格は，患者の直立姿勢時における足底圧の垂直作用力を変換器で検出
し，足圧中心動揺を電気信号変化として出力する重心動揺計について規定する。  
引用規格：  
JIS T 1001  医用電気機器の安全通則  
JIS T 1002  医用電気機器の安全性試験方法通則  
JIS T 1003  医用電気機器の電気的安全性試験方法  
JIS T 1004  医用電気機器の機械的安全性試験方法  
JIS T 1005  医用電気機器取扱説明書の様式  
 
2. 用語の意味  この規格で用いる主な用語の意味は，JIS T 1001（医用電気機器の安全通
則）の用語の意味によるほか，次による。  
(1) 足圧中心  患者の直立姿勢時における足底圧の垂直作用力中心位置。  
(2) 足圧検出装置  足底に接する板が変換器によって水平に支えられ，患者の直立姿勢時に
おける足底圧の垂直作用力を検出する装置。  
(3) X軸・Y 軸  水平面内の足圧中心を表す座標軸で，直立姿勢時における患者の左右方向
が X 軸，前後方向が Y 軸。  
(4) 規定重心位置  足圧検出装置の足底に接する板の中心位置を原点とし，その原点を中心
とした半径 50mmの円周を 3 等分した各点。  
 
3. 使用条件  使用条件は，JIS T 1001 の 3.によるほか，次による。  
足圧検出装置の設置  使用時における足圧検出装置の設置場所は，水平な硬い床面の上と
する。  
 
4. 安全  安全に関する事項は，JIS T 1001 によるほか，次による。  
(1) 電撃に対する保護の形式及び程度は，それぞれ JIS T 1001 に規定された次の分類に適
合すること。  
	 (a) 電撃に対する保護の形式による分類  クラス I 機器  



	 (b) 電撃に対する保護の程度による分類  B 形機器  
(2) 重心動揺計の耐電圧は，JIS T 1001 の表 2 中の (A-a)， (A-f) 及び (B-a) 間とする。
ただし，(B-a)については，電源一次回路と足底に接する板との間とする。  
 
5. 性能  
5.1 測定可能体量  測定可能体重は，10∼150kg とする。 
5.2 重心位置特性  7.4.1 によって試験を行ったとき，規定重心位置からのずれは，±1mm 
以内とする。  
5.3 自由振動周波数特性  7.4.2 によって試験を行ったとき，自由振動周波数は，20Hz 以
上とする。  
5.4 ドリフト特性  7.4.3 によって試験を行ったときの 30 分後及び 60 分後のドリフト
は，±3mm 以内とする。  
 
6. 構成及び構造  
6.1 構成  重心動揺計は，本体及び足圧検出装置で構成する。  
図に構成例を示す。  
 
図  重心動揺計の構成例 
6.2 構造  
6.2.1 構造一般  重心動揺計は，安全で取扱いが容易であり，その特性が温度，湿度，振動，
衝撃，電気的及び化学的影響を受けにくい構造とする。  
6.2.2 本体の構造  本体の構造は，次による。  
(1) 足圧中心動揺出力端子（X 軸出力及び Y 軸出力）を備えること。  
(2) 足圧中心動揺出力は，足圧検出装置の中心位置を原点とし，患者からみて X 軸右方を
＋X，左方を−X，Y 軸前方を＋Y，後方を−Y と出力される構造とする。  
6.2.3 足圧検出装置の構造  足圧検出装置の構造は，次による。  
(1) 足圧検出装置の足圧中心計測が可能な領域は，原点を中心として直径 250mm 以上と
する。  
(2) 足圧検出装置の足底に接する板の大きさは 350×350mm 以上とする。  
(3) 足圧検出装置の床面からの高さは 75mm 以下とする。  
(4) 足圧検出装置は，足圧中心計測可能範囲において 1 960	 20	 0+N (200	 20	 0+kg) 
の荷重に耐え，かつ，性能が変化しない構造であること。  
(5) 足圧検出装置の足底に接する板は，測定可能範囲の荷重に対し測定に影響するようなた
わみを生じない構造であること。  
 
7. 試験  



7.1 試験条件  試験条件は，JIS T 1002（医用電気機器の安全性試験方法通則）の 4.(1)に
よる。  
7.2 試験項目  試験項目は，次のとおりとする。  
(1) 安全に関する試験 
(2) 性能試験  
(a) 重心位置特性  
(b) 自由振動周波数特性  
(c) ドリフト特性  
7.3 安全に関する試験  安全に関する試験は，JIS T 1002，JIS T 1003（医用電気機器の電
気的安全性試験方法）及び JIS T 1004（医用電気機器の機械的安全性試験方法）による。  
7.4 性能試験  
7.4.1 重心位置特性  まず試験用重りを足圧検出装置のほぼ中心に置き，出力信号が原点位
置に対応する値となるよう電気回路を調整する。次に各規定重心位置ごとに試験用重りの

荷重中心点を設置し，出力信号を計測する。この計測値から重心位置を換算し，規定重心

位置からのずれを求める。試験用重りは，10±0.1kg，50±0.5kg 及び 100±1kg の 3 種
類とし，それぞれについて上記の計測を行う。また試験用重りは，足圧検出装置上での重

りの荷重中心位置が確認できる構造とする。  
7.4.2 自由振動周波数  足圧検出装置の中心位置に試験用重り 20±0.2kg を置き，垂直方
向にハンマなどで軽く衝撃を加える。このときの荷重変換器出力信号をオシロスコープな

どで観測し，その振動波形から重心動揺計の自由振動周波数を計測する。  
7.4.3 ドリフト特性  試験用重り 50±0.5kg を足圧検出装置の中心位置に置き，60 分間放
置する。放置前及び 30 分後，60 分後の出力から重心位置を換算し，放置前とその各差を
ドリフトとする。  
 
8. 表示  機器の見やすいところに JIS T 1001 の 12.の表示のほか，次の事項の表示をし
なければならない。  
(1) 足圧検出装置の足底に接する板の X 軸方向及び Y 軸方向。  
(2) 足圧検出装置の足底に接する板の中心位置。  
 
9. 附属文書  重心動揺計には，取扱説明書及び検査合格書又はこれに準じるものを添付し
なければならない。取扱説明書は，JIS T 1005（医用電気機器取扱説明書の様式）による
ほか，次の事項を記載する。  
(1) 構成，性能，仕様，使用条件などに関する事項。  
(2) 機器の安全な使用に関する事項。  
(a) 操作方法  
(b) 電撃に対する安全性を維持するための注意事項及び使用法の詳細な説明。  



(c) 足圧検出装置の足底に接する板の消毒方法。  
(d) 足圧検出装置を衝撃荷重から保護するための方法。  
(3) 使用者が行う保守点検に関する事項。 
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